
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◆◇ 各種研修・講座等 ◇◆◇ 

  

那覇市立教育研究所 所報 
令和７年度１１月号 

所長 棚原 歩 

□令和７年度 第 125期教育研究員 
１１/６(木） 中間検討会Ⅰ（教育研究員） 

１１/７(金） 所内講座⑤「タブレット活用」 

11/27(木） 指導案検討会 

 

 

 

 

 

〈
所
感
〉 

岩
瀬
氏
の
講
演
は
、
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
が
め
ざ
す

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
教
師
自
身
の
学
び
方
を
根
本
か
ら
問
い
直
す
必
要

が
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
た
。
従
来
の
研
修
が
抱
え
て

き
た
「
や
ら
さ
れ
感
」
「
型
は
め
」
「
閉
鎖
性
」
か
ら
脱
し
、
研

修
観
そ
の
も
の
を
「
プ
ロ
セ
ス
中
心
へ
」
と
転
換
す
る
必
要
性

が
明
確
に
語
ら
れ
て
い
た
点
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
研

修
の
流
れ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
目
的
共
有
・
貢
献
意
欲
と

つ
な
ぐ
こ
と
は
、
教
師
の
協
働
的
な
創
造
に
直
結
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
問
い
を
構
造
化
し
、
省
察
を
深
め
る
こ
と
は
、
教
師

自
身
が
探
究
を
実
体
験
す
る
こ
と
と
な
り
、
授
業
改
善
へ
と
つ

な
げ
ら
れ
る
点
で
、
非
常
に
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ

た
。
教
師
が
学
び
探
究
し
続
け
る
姿
そ
の
も
の
が
、
「
令
和
の

日
本
型
教
育
」
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
さ
せ
る
内

容
で
あ
っ
た
。 

 

中間検討会Ⅰ  

◇◆◇新着図書（１１月）のお知らせ◇◆◇ 
『子どもの声で学校をつくる』               長瀬基延 
『生徒の強みに気づき、「できる」を育てる心理学』   伊藤拓 
『１年目から生徒に信頼される！ 中学校数学授業づくりの教科書』 

                                        藤原大樹 
『子どもが主語になる理科授業のしくみ』           前田昌志 
『その自由進度学習、間違っていませんか？ 失敗しない進め方』 

樋口万太郎 
『外国語を専門にしてこなかった学級担任のための小学校英語指導法』 

                                          土居正博 
『算数授業の流れに悩んだら読む本』                  本田龍一朗 
『子どもが主体的に考える！ はじめての算数科「問題解決の授業」』 

                                           谷地元直樹 
『くらべてわかるオノマトペ』                        小野正弘 
『ピアフィードバックのゼロ段階』                    河村茂雄 
『面白ネタ＆ランキングで覚える 都道府県完全学習ＢＯＯＫ』 

阿部雅之 

☆こちらの QR コードから研究所の 

新着案内を閲覧できます 

所内講座⑤「タブレット活用」  

☆令和８年度 第 126期（前期）第 127期（後期）教育研究員募集について ☆  
詳細につきましては、「令和７年９月 29日付け文書『令和８年度 教育研究員募集について』」参照 

１ 研修期間  

 令和 8年度前期【第 126 期】 令和８年 ４月１日～令和８年９月 30 日〔６か月〕 
 令和 8年度後期【第 127 期】 令和８年 10 月１日～令和９年３月 31 日〔６か月〕 

２ 募集人員…７名（予定） 

前期【第 126 期】 こども園１名 小・中学校３名 合計４名 

後期【第 127 期】 こども園１名 小・中学校２名 合計３名 

３ 応募方法 

 (1) 手続き 

 入所研修を希望する者は応募書類①様式１、②様式２を添え、所属長に申し込む。 
 所属長は上記書類に応募書類③「推薦書」（厳封）を添えて提出する。 

 (2) 応募書類 

  ① 様式１「令和８年度教育研究員申込書」・・・・・・・１通 
  ② 様式２「研究テーマ及びテーマ設定の理由」・・・・・１通 

  ③ 様式３「推薦書」・・・・・・・・・・・・・・・・・１通 

（3) 提出先  小・中学校：那覇市立教育研究所所長宛て 
      こども園：那覇市こどもみらい部 こども教育保育課課長宛て 

 (4) 応募期間 令和 7 年９月 29日（月）～11 月 28 日（金） 

11/11 初任研拠点校指導教員等連絡会  

11/14 ICT 第６回 情報教育推進部会 

「公開授業」 授業者：城間磧也（小禄南小） 

③
実
践
者
の
帽
子 

学
習
者
や
観
察
者
の
経
験
を
土
台
に
、
深
い
学
習
者 

理
解
を
ベ
ー
ス
に
実
践
を
構
想
・
実
行
し
、
試
行
錯
誤 

や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
専
門
性
を
高
め
る 

。 

（
２
）
組
織
の
３
要
素
を
援
用
し
た
デ
ザ
イ
ン 

研
修
を
一
つ
の
「
組
織
」
と
捉
え
、
以
下
の
組
織
の
三
要
素

（
共
通
目
的
、
貢
献
意
欲
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
援
用

す
る
こ
と
で
、
よ
り
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
と
な
る
。 

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
め
る
（
つ
な
が
り
） 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
他
の
二
つ
を
築
く
土
台
で
あ
り
、

研
修
の
中
で
「
耕
す
」
。 

②
共
通
目
的
を
共
有
す
る
（
意
味
づ
け
） 

関
係
性
と
情
報
の
流
れ
が
で
き
て
初
め
て
「
何
の
た
め

に
研
修
を
や
る
の
か
」
と
い
う
意
味
が
共
有
で
き
る 

。 

③
貢
献
意
欲
を
育
て
る
（
主
体
性
・
行
動
）  

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
目
的
共
有
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、

「
自
分
も
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
感
情
が
生
ま
れ
、
助
け
合

い
や
自
発
的
な
協
力
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る 

。 

（
３
）
問
い
の
構
造
化
と
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン 

研
修
に
お
け
る
「
問
い
」
は
、
参
加
者
の
当
事
者
性
を
高

め
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
深
め
る
鍵
と
な
る
。
講
演
で
は
、
４

つ
の
象
限
を
行
き
来
す
る
「
問
い
の
構
造
」
が
提
案
さ
れ

た
。 

①
振
り
返
り
（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 

過
去
の
経
験
を
具
体
的
に
思
い
出
し
、
研
修
テ
ー
マ
を

「
自
分
ご
と
」
に
す
る
。 

②
経
験
の
意
味
づ
け
（
省
察
） 

経
験
の
背
景
、
構
造
、
パ
タ
ー
ン
に
焦
点
を
当
て
、
学
び

の
「
核
」
を
特
定
す
る
。 

③
共
通
目
的
・
ビ
ジ
ョ
ン 

あ
り
た
い
姿
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
の
理
由
も
含
め
て

合
意
形
成
を
図
る
。 

④
選
択
肢
の
拡
大
（
実
践
） 

学
ん
だ
こ
と
を
具
体
レ
ベ
ル
で
整
理
し
、
明
日
に
繋
げ

る
。 

 

令
和
七
年
度 

全
国
教
育
研
究
所
連
盟
研
究 

協
議
会
（
長
野
大
会
） 

那
覇
市
立
教
育
研
究
所 

指
導
主
事 

松
茂
良
裕
子 

令
和
七
年
十
月
三
十
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
、
令
和
七

年
度
全
国
教
育
研
究
所
連
盟
研
究
協
議
会
（
長
野
大
会
）
が
開

催
さ
れ
た
。
本
大
会
は
、
加
盟
機
関
が
直
面
す
る
教
育
上
の
課

題
に
つ
い
て
、
実
践
研
究
等
の
成
果
を
も
と
に
研
究
協
議
を
行

い
、
学
校
教
育
の
改
善
・
充
実
に
向
け
て
、
加
盟
機
関
に
お
け
る

学
校
支
援
機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

大
会
テ
ー
マ
「
探
究
的
な
学
び
を
支
え
る
教
育
セ
ン
タ
ー
の
在

り
方
」
の
も
と
、
基
調
提
案
、
基
調
講
演
、
分
科
会
が
行
わ
れ
、
教

育
活
動
の
方
向
性
や
具
体
的
な
取
り
組
み
に
示
唆
を
与
え
る

内
容
が
共
有
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
基
調
講
演
の
内
容
の
一
部
を

情
報
共
有
す
る
。 

 

〈
基
調
講
演
〉 

「
探
求
的
な
学
び
を
支
え
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
」 

軽
井
沢
風
越
学
園 

校
長 

岩
瀬
直
樹 
氏 

１ 

教
員
研
修
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題 

H
a

ttie
 &

 Z
ie

re
r

（20
1

7

）
の
メ
タ
分
析
に
基
づ
き
、
教
員

研
修
の
効
果
量
が
示
さ
れ
、
研
修
自
体
は
高
い
効
果
を
持
つ
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
日
本
の
校

内
研
修
・
研
究
に
は
、
複
数
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
主
な

課
題
と
し
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

（
１
）
機
会
の
限
定
性 

研
修
時
間
が
少
な
く
、
全
員
が
公
平
に
コ
ミ
ッ
ト
し
に
く
い 

。 

（
２
）
個
々
の
問
題
意
識
の
反
映
が
困
難 

「
や
ら
さ
れ
る
研
修
」 

と
な
り
や
す
く
、
教
師
個
人
の
問
題

意
識
を
反
映
さ
せ
に
く
い
。 

（
３
）
「
型
は
め
」
へ
の
陥
り
や
す
さ 

成
果
を
「
型
」
の
創
出
に
求
め
る
考
え
方
か
ら
、
「
型
は
め
」
に

陥
り
や
す
い
。 

（
４
）
閉
鎖
性
・
保
守
性
の
強
さ 

閉
じ
て
し
ま
い
や
す
く
、
形
式
的
・
形
骸
化
し
が
ち
。 

さ
ら
に
、
研
修
の
問
題
点
と
し
て
、
研
修
が
内
容
に
終
始
し 

、

「
形
態
（
ど
う
学
ぶ
か
）
」
や
「
同
僚
性
（
教
師
間
の
関
係
性
）
」
へ

の
意
識
が
弱
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
師
が
長
年
の
「
被
教

育
体
験
」
か
ら
「
学
び
は
か
く
あ
る
も
の
」
と
身
体
化
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
研
修
で
の
学
習
者
体
験
の
重
要
性
が
欠

け
て
い
る
点
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

２ 

「
形
態
（
プ
ロ
セ
ス
）
」
に
着
目
し
た
研
修
デ
ザ
イ
ン 

 

前
述
し
た
課
題
を
乗
り
越
え
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
研
修
と

す
る
た
め
に
は
、
「
形
態
（
プ
ロ
セ
ス
）
」
に
着
目
し
、
以
下
の
３
つ

の
研
修
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

（
１
）
３
つ
の
「
帽
子
」
に
よ
る
力
量
形
成 

①
学
習
者
の
帽
子 

「
学
習
者
」
と
な
り
、
学
び
の
原
体
験
を
塗
り
替
え
る
経

験
を
し
、
学
び
手
感
覚
を
磨
く 

②
観
察
者
の
帽
子 

第
三
者
の
視
点
か
ら
学
習
者
を
観
察
（
記
録
）
し
、
そ
の

働
き
か
け
の
背
景
に
あ
る
「
思
い
や
願
い
」
を
推
察
す
る
。 

 

10/29 ICT 第 5回 情報教育推進部会 

「公開授業」 授業者：清水香穂（石嶺中） 

11/12 ICT 情報教育推進部会 

「検証授業」 授業者：松田泰知（城南小） 


